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は じ め に
長者丸の研究は近年大きく進展して い る｡ こ の研究の重要
な部分は高瀬重雄氏が担われ , そ の漂流をめ ぐる主要な問題
に つ い て解明され, 『北前船長者丸の漂流』(
1) に て そ の成果
を公刊された ことは周知の こと で ある｡ その後, 長者丸に関
して は次の観点か らの研究が行われて い る｡
まず, 第 1 に , 掃鯨研究で は長者丸を救出した ア メ リ カ
の捕鯨船航海日誌を利用した森田勝昭氏の仕事がある (
2)
0
こ れ に より救出され てか ら捕鯨船で過ごした時期の長者丸船
員らの動向が正確に わか る こと に な っ た｡ 第 2 に は, 米人
研究者の キ ャ サ リ ン ･ ブ ラ マ - 氏の仕事で (
3)
, 彼女はEg 際
親善とい う観点か ら長者丸乗組員の評価を行い, ま た, ハ ワ
イ に おける彼らの動向の解明に も努め て い る (4)｡ こ の影響
もあ っ て か, 長者丸船員で漂流して後に 日本 へ 帰国した次郎
吉の出身地, 東岩瀬 (富山市) では次郎吉研究会が組織され,
ハ ワイ の 関係者との交流をしなが ら研究が行われ て い る｡
こ れ らの研究で長者丸研究は大い に進展した｡ しか し, こ
の長者丸は大坂など上方と蝦夷地の 間を結ん で航海する, 過
常の北前船で はなか っ た｡ す なわち, 長者丸と いう廻船は,
薩摩藩が琉球を介して唐物を輸入するため に必要な中国輸出
用の昆布を蝦夷地から薩摩 へ 運ぶ ことを命じられた, 富山藩
の売薬商仲間薩摩組が昆布を蝦夷地から輸送させた際に使用
された廻船で あ っ た. 昆布研究者の大石圭 一 氏 は 『昆布の
道』(5) に て , 長者丸が こ の昆布の薩摩 へ の輸送中に漂流し
た こと に つ い て取り上げたが, 同船が富山売薬薩摩組の密田
家の もの で あると断定す るに は慎重であ っ た｡ 一 方, 三石昆
布を薩摩 へ 輸送する弘化4年 (1847) の密田家文書の 一 紙
文書が紹介されたためか (6), 道正弘氏は長者丸と昆布輸送
の かかわり に つ い て も ふ れ られた論考 ｢薩摩売薬と密田家｣
を 『薬日新聞』 昭和61年 (1986)1月1 日号に執筆され て い
る (
7)
｡ しか し, それ より早く1982年に密田家当主の密田章
氏は, 自家 の古文書をもとに長者丸が密田家の廻船で あ っ た
こ とを自著の 『密田家譜 ･ 改訂版』(自家版)に記載され て
い た｡ た だ密田家文書が研究者に より利用される こと にな っ
た の は, その 後の平成 8年 (1996) に富山市郷土博物館が
特別展を実施した際に , 図録 に て高瀬保氏が , か っ て 発表さ
れた富山売薬の昆布輸送にかかわる論文に密田家文書の長者
丸関係史料の 検討を1章付け加えて 発表された の が噂矢と
な っ た (8)｡ こ の 研究を踏まえ て , 筆者も同家文書の関係史
料を中心に し て , 他 の昆布輸送廻船も加えて再検討し, 長者
丸など昆布廻船の廻船規模とそ の航海や , 乗員組織, 同給与
や同廻船経営の実態, その 問題点な ども具体的に明らか に し
た (9)0
こ う して , 長者丸の研究は上記の ような広がりをも っ て展
開して きたが, 密田家 の長者丸関係史料も限られ て おり, 当
然ながら長者丸自体の研究とい う点で は, さ らに史料を発掘
して 研究を進めなければならな い ｡ こ の ため森田勝昭 ･ プ ラ
マ - 両氏 の よう に外国の史料発掘が必要で ある の はもちろん
とは いえ, 地元など国内の新たな史料も当然に探し出さなけ
ればならず, そ の場合, 幕府に よる取り調 べ 記録に加え て ,
薩摩組に昆布輸送を行わせ た薩摩藩側の史料発掘も重要とな
る｡
筆者は, 長者丸の漂流自体とそ の後の外国見聞に つ い て で
はなく , 薩摩藩 へ の昆布輸送や , 抜荷取引とその輸送に つ い
ての研究に 阻L､が あるの で , その 関係の史料調査を進め, 薩
摩藩関係の基本的史料で ある島津家文書 ･ 玉里島津家文書を
調 べ た｡ その 結果, わずか 2点の長者丸関係史料に すぎな
いが見る ことが できた の で , こ こに紹介し, 両史料の示唆す
る問題に つ き考え て みた い｡ 一 つ は, 薩摩藩主島津成彬とそ
の弟久光の外国情報入手にお ける長者丸漂流記 ｢蕃讃｣ (｢蕃
談｣ の異本) の問題で あり, も う 一 つ は長者丸の航海目的に
つ い て の幕府に よる取り調 べ の限界と そ の問題で ある｡
なお, 現在, 翻刻され て い る長者丸関係史料は, 著名な漂
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流記 ｢ 時現物語｣(10)(尊経閣文庫蔵) と ｢蕃談｣(ll)(東洋文
庫他蔵) に加えそ, 高瀬重雄氏が翻刻された ｢漂擁人次郎吉
物語 ･ 全｣ (高岡市立中央図書館蔵)｢撒土微私漂流記｣ (内
閣文庫蔵) だけ である (12)｡ で き るだけ多くの由係史料が ,
富山県内外の長者丸に関心 を持 っ て い る多くの方々 の ために ,
利用されるよう に した方がよ い の で , 島津家文書の史料に つ
い て は, その 関係部分を全文翻刻する ことたした｡
-
､ 玉 里島津家文書
初めに玉里島津家文書の 長者丸関係史料を紹介する こと に
する｡ 玉里 島津家文書の 主要な漢籍 ･ 和書は第10代藩主斉
興の三男に し て , 11代藩主斉彬の 弟, ま た12代藩主忠義の
父として国政に重要な役割をはたした島津久光の蔵書を主と
したもの で ある (
13)
｡ 現在は鹿児島大学付属図書館が架蔵す
る｡
同家文書には, 長者丸が漂流した時期の天保期に起 こ っ た
さまざまな事項を記した ｢天保雑記｣の ような史料もあ っ た
が, こ れ に は長者丸 一 件 の記載はなか っ た｡ ま た, 他 の文書
に も こ の 一 件に 関する直接の 文書は見て い ない が, ただし,
同文書に は長者丸漂流に関する著名な史料である ｢蕃讃｣ 全
3冊が所蔵され て い た｡
｢書評｣ は62番の箱に他の 史料8点とともに収納され て い
る｡ こ の 箱銘は久光自筆で あるとい う の で (14), 久光 の蔵書
で あ っ た ことは間違いな い ｡
｢蕃讃｣ は, ｢蕃談｣ と名付けられ た史料が多数, 存在して
い る こ とが知られて おり, ま た! こ れ ま で室賀信夫 ･ 矢守 一
彦両氏ら により東洋文庫に て 翻刻され, さ らに 『日本庶民生
活史料集成』 5巻にも収録され て い るため に多く の人 に知ら
れて い る史料で ある｡ 『国書総目録』 の ｢蕃談｣ の項目には,
数多くの 同書所蔵先が記載されて おり, この うち多く の本が,
室賀氏や池田暗氏に より確認され て , その うえで上記の よう
な翻刻が行われ て い た｡ しかし, こ の 玉里島津家文書の ｢蕃
讃｣ に つ い て はい ずれも取り上げられ て い な い｡ 長者丸が薩
摩藩の ため に昆布輸送を して い た途中漂流した ことを考慮す
ると, 島津家が所持して い た こ の ｢蕃讃｣ が他の諸本と同様
の写本か, その 内容が当然問題となる｡
こ の点で , と り わけ室賀氏が執筆された ｢蕃讃｣ の諸本に
つ い て の書誌的解説が重要なの で これを見て おくと , 東洋文
庫の底本に した の は京都大学付属図書館所蔵の 3冊本で ,
古賀謹 一 郎門人の弟を持 っ た人物が ｢ 蕃談｣ 成立の 5年後
の嘉永7年 (1854) に写 した写本で あると い う｡ こ れ は美
しく彩色された精写本で , 後の書き入れもな い原本の体裁を
伝えて いるが , 多く の写本と違 っ て序文から記載された本で ,
現在行方不明とな っ て い る碍野謙次氏が紹介された達磨屋旧
蔵の 6冊本の 目次と比較すると , 達磨屋本の第3巻に ある
｢ 訳文｣ ｢ 英人紀事｣の 2項目が欠けて い ると い う｡ こ の ほ
か京都大学の乾坤2冊本や京都府立総合資料館 ･ 天理 図書
館の 6冊本, 内閣文庫の 3冊本が あるが , こ れ らは巻頭の
序文を欠き, ま た後に誰かが記載した朱の頭注がある｡ そ し
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て , こ れ ら に は ｢訳文｣はあるが, ｢ 某人紀事｣ はな いと い
う｡ なあ 東洋文庫簸で埠東洋文庫に所蔵さ叫て いる ｢蕃談｣
3冊本 (天地人) も参考に使用して いるが, こ れ は著者の古
賀氏自身が書い た本と推定されるもの で , 書 き込みを加え て
補正したもの と いう｡ これ に は ｢某人記事｣ はな い の で達磨
屋本は後からそれを付け加えた こと に なり, ま た序文や ｢訳
文｣ が加え られるq) は嘉永2年で ,~ それ以前に書写された
も の は これを写したもの とい うo さ ら に ,･こ の他の写本とし
て は, や はり序文を欠い た尊経閣文庫の ｢蕃讃｣ や ロ シ ア の
レ ー ニ ン 図書館蔵の ｢蕃談｣ がある ことも紹介されて い る｡
以上に より , 現在多数の写本があり, そ して , その写本も
嘉永2年以前に筆写され たも の は序文や 一 部 の項目を欠く
とい う重要なことがわかる｡ な お, 『日本庶民生活史料集成』
の解題で は, 上記の写本以外に も東北大学図書館狩野文庫の
5冊本や東京教育大学 (現筑波大学) 付属図書館, 岩瀬文庫
の 6冊本, 池田氏所蔵の 3冊本の存在に つ い て ふ れて い る｡
こ う し て , ｢蕃談｣に は ｢ 蕃讃｣と題する尊経閣本も含め
て相当数多くの写本が存在するととがわかるが , これ に加え
る に富山県立図書館蔵本2点もある｡ そ し て , 本稿 で紹介
する玉里島津家本も加わるの で ある｡
玉里島津家本は, 尊経闇本と同じ ｢蕃讃｣ と題するもの で ,
天地人の 3冊よりなる写本で ある｡ 残念ながら左片側に染
みがあるが, 本文が読めなくな っ て い るわ けで はな い｡ 竪25
セ ン チ , 横17セ ン チ の和書で ある｡ 数多くの挿絵があるが,
い ずれも彩色を ほど こ した写本で ある｡ や はり写本を作成し
た人物の名前は記載され て い な い ｡
そ の構成を, 各巻目次より示すと次の通り である｡
｢蕃葦｣ 天
巻之 一 目次
流寓帰来略述
経歴地方図説
聞話詩
(｢聞漂客次郎吉話詩以記之｣)
｢蕃談｣ 地
巻之二目次 (項目が多い の で , 続 けて記載する)
天地 人物 習俗 政教 武備 屋芋 (本
文 ｢屋塵｣) 服裳 飲牒 遊嬉 生類 草
再 器財
｢蕃讃｣ 人
巻之三目次
船輯
技術 (本文｢技巧｣)
襟載 (本文｢椎載｣)
(本文に ｢合同国誌｣｢サ ン ト ウイク ス誌｣ 収録)
訳文 (本文に は欠)
長次郎話
『日本庶民生活史料集成』5巻が底本とした東洋文庫本とそ
の構成を比較すると, 嘉永2年の憂天生の記す序文がな い
と ころが異なるだ けで ある｡ ま た, 同書も朱に て頭注を は ど
こして い るよう に , こ れ は京都大学付属図書館本と同様に嘉
｢史料紹介｣
永2年以前に書写されたも の , な い しはそ の写 で ある｡ さ
ら に本書の場合は, 本文の主要なと ころ にそ の脇 に小さな朱
丸が記載され て い る｡
こ の玉里島津家本に は写本作成者以外による書き込みはみ
られな い ｡ こ の ため に所蔵者で あ っ た島津久光が こ の本を見
て い たか , 場合 によ っ て は, 久光以前に所蔵され て い た こ と
も考えなければならな いが, そ の際に 島津家の誰が本書を読
んで い たかを確認する手だて はな い｡ と はい え , こ の本を読
んだ の は久光だ けで あるはずはな い｡ 東大史料編纂所の島津
家文書に ｢蕃談｣ はなく, 幕末期に海外の情報をえられる史
料は非常に貴重で あり, とりわけ久光の見で洋学に大きな関
心を持 っ て い た斉彬などは, 久光から この本 の話を聞い て ,
読ん で い て もおかしくな い｡ 同文庫に は, 斉彬 の蔵書も多く
含まれ て おり, 両人の問 で の本の 貸借関係を否定することば
むずか しい ため で ある｡ ま た, 斉彬だ けでなく, 興味深い書
物で あれば, 他の藩主 一 族の人 々や, また久光や斉彬に近い
人物で , 外国事情を知りた い人物に は痕別に閲覧も許され て
い た こ とは考え てもよ い ｡
さて , 問題となるの は, こ の本はあくまで も長者丸の船員
が帰国して後に作成され , 写本が つ くられたと い う こと で あ
る｡ 同書は, 長者丸が難破した情報が薩摩藩に も入 っ た天保
9年 (1838) よりもはるか に年月を経過して成立したわけで
ある｡ こ の ため に , 久光や, また藩の 関係者が昆布を輸送中
に難破, 漂涼した長者丸に つ い て の情報をあ らためて収集す
るため に購入 した ことはな い と考えられる｡
もちろん , 長者丸の船員が エ ト ロ フ 島より帰国して , 幕府
に取り調 べ られた際に は, 薩摩藩の関係者も彼らが薩摩 へ の
昆布輸送を話さな いよう に気をもんだ の で はな いか と推察さ
れる｡ しかし, 同書に は薩摩 へ の昆布輸送など は直接ふ れら
れず, ま た彼らの航海と漂流に つ い て取り調 べ た加賀藩の役
人作成の ｢時規物語｣ もこ の点は記し て い な い ｡
二 ､ 島津家文書
薩摩藩が所蔵した史料の主は, 現在地元鹿児島に なく , 東
京大学史料編纂所が所蔵して い る｡ こ れ は戦前に家史編纂が
東京で進められたために , 薩摩藩の史料が東京に移され , 後
に同編纂所に売却されたため で ある｡ ま た, こ の島津家文書
に は直接の藩の文書に加え て , 家史編纂にさ い して集められ
たり, 写された薩摩藩関係の 文書も含まれ て い る｡
島津家文書は中世の貴重な文書を大量に含むだけで なく ,
近世関係も当然に膨大な史料よりなる｡ しかし, 残念ながら
単独の長者丸関係の史料は見い だすことができなか っ た｡ た
だ , 長者丸に関する ｢漂民始末｣ とい う題の記事がそ の中に
含まれ て い る史料があ っ た｡ そ れ は ｢天保雑録｣という史料
である｡
こ の ｢天保雑録｣ は, 島津家史編纂所の用篭を使用して写
され た史料で ある｡ こ の第2 の 2冊目にあた る史料に長者
丸に関する史料が掲載され て い る｡ 残念ながら こ の写本に は,
原本の所蔵者に つ い て記載され て おらず, 家史編纂方がど こ
で入手した のか不明である｡ こ の ｢天保雑録｣は ｢文政雑録｣
｢弘化雑録｣ な どともに島津家文書に あるもの で , 長者丸の
史料を写すため に写本が作成されたとい う ようなもの で はな
い ｡ 天保期, ま た文政そ の他の 時期におけるさまざまな内容
の史料が掲載された書物で ある｡
同家文書の ｢文政年間至明治初年書類目録 ･ 全｣ に は ｢天
保雑記｣56冊, ｢ 弘化雑記｣13冊な どの記述があり, 島津家
文書には元々 ,_類似題名
で類似内容の 文書があ っ た こ とがわ
かる｡ こ の ｢天保雑記｣などの こ の雑記の記事に は ｢ 藤川寛
輯｣ と記載され て い るが, その現物は東京大学史料編纂所の
こ の文書に はな い ｡ 鹿児島大学の玉里島津家文書に は同題名
の ｢ 天保雑記｣があるが, こ れ は13冊本で ある｡ ｢ 天保雑記｣
は国立公文書館に もあり, こ れ は17冊本で あり, 寛の 父藤
川貞 (整斎)がまとめたもの で ある｡ しか し, この 玉里島津
家文書の ｢天保雑記｣にも国立公文書館の 同本に も, ｢天保
雑集｣ に記載された長者丸の 史料は見あたらな い ｡ ま た ,
『国書総目録』 に は同名の史料は記載され て い な い の で , 残
念ながら こ の よう に現在の と ころ, 同書が典拠とした原本を
確認で きな い ｡
なお, ｢漂民始末｣ とい う史料で あるが , 『国書総目録』-6
巻には同名の史料で 旧彰考館本の近藤守重編の ものが記載さ
れ て い る｡ これ は戦災で消失して おり, 内容が同じか否かも
不明で ある｡
いずれ に しても ｢天保雑録｣ は, 島津家文書の史料が書写
されたもの で はなく, 所蔵先の確認で きな い他の文書が家史
編纂に必要な史料とし て写された史料の よう である｡ と はい
え現在のと ころ, 翻刻された長者丸の漂流関係史料は, 前述
の ような状況の ため に ｢天保雑録｣ の記事も長者丸に関する
貴重な数少ない史料の ため, そ の全文を本文末の注記の後に
紹介すること に した い ｡
さ て , 本史料は, 長者丸船員の 口書と いえるもの を主内容
とする｡ それは, 長者丸の漂流か ら帰国まで の概要と, それ
に付して漂民話として , - ワイ の ｢カ ナ カ｣ に て医師より大
塩の乱を聞いた ことや, - ワ イ や カ ム チ ャ ッ カ の諸事情に加
え て , 最後 に ロ シ ア の シ ベ リ ア経営状況に つ い て も記され て
い る｡ しかし, その記述の内容は詳細でなく , 新潟を廻 っ て ,
松前を へ て箱館で昆布を積み込んだ経緯は極めて簡略に記さ
れ て い るだけで ある｡ そ し て , 当然ながら昆布の薩摩 へ の輸
送に つ い て記して い るわけ で はな い ｡
漂流から帰国まで の概略をA ｢時規物語｣と比 べ て みると
次の よう に な っ て い る｡
越中出帆日, 閏4月中旬 (A閏4月23 日東岩瀬出帆, √24
日西岩瀬より大坂 へ) 一大坂着, 5月初旬 (A 5月下旬頃
着) 一新潟へ 7月初旬下り (A 6月半頃大坂出帆, 新潟7
月6 日着) -7月下旬松前 へ (A 7月16日出帆) -8月下
旬箱館 へ , 昆布500石は ど積み (A 8月ヰ 旬松前着, 9月
下旬か10月上旬箱館着, 昆布500, 600右横) - 10月中旬,
常州中の 湊を目指し南部田の浜 へ 出帆 (A IO月10 日頃箱
館出帆, 13, 14 日頃田の 浜着) 一鱒魚100右横10月下旬出
帆 (A塩鮪100本積み11月上旬出帆) 一 仙台 ト ウ ニ へ 落船,
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11月23日出航 (A ll月23 日唐丹出航) -24日より大時化,
100石荷打 (A 23日, 大西風, 100石打捨て) - 25 日100石
程荷打 (A 24 日も200右打ち捨て) -26 日, 椿切り捨て ,
100石程荷打捨て , 碇下げ (A 25 日帆柱切り, 碇おろす)
-29 日, 大時化 (A 27 日, 高波あり) -12月17 日, 大時
化に て水船 に (A 17 日大時化, 水船 に なる) 一翌年正月
24, 25 日頃飲み水きらす (A 20 日頃より水 つ き) 一正月
末, 水主五三郎病死 (A 24, 25 日頃五三郎死去), 4月中
旬 , 善右衛門 ･ 金六病死 (4月12日頃善右衛門死去) -
4月下旬, 異国船に救助され るが, 船 は バ ラ バ ラ に砕ける
(A 24 日, 異国船に救助され るが, 長者丸は焼かれる) -
8月下旬まで鯨捕り - 8月末, カ ナ カ着 (A 9月下旬まで
に サ ン ドイ ッ チ の ワ ホ に揃う) -9月28, 29 日頃平四郎
病死 (A IO月下旬平四郎病死) - 翌年7月中旬カ ナ カ 出
帆 (A天保12年6月出帆) -8月下旬カ ム チ ャ ッ カ送り
(A 9月上旬着) 一翌年5月中旬頃ホ ッ カ へ (A 7月 ヲ ホ ッ
カ着) 一翌寅年8月上旬 シイ ッ カ へ (A天保13年7月出
帆, 9月 ス エ ッ カ 着) 一当年3月より船で 2 ヶ月余か け エ
ト ロ フ 着 (A天保14年3月下旬 ス エ ッ カ 出帆, 5月下旬 エ
ト ロ フ 着) - ｢当地｣ 着 (A 9月上旬松前着)
以上の よう に本史料は, 信頼性の高い史料である ｢時規物語｣
とは, 月 日 に つ い てずれ の ある記載とな っ て い る｡ こ の点で
問題の ある史料となる｡ しか し, そ の漂流に い たる過程など,
｢時規物語｣ と異な っ た記載があるわけ で はな い ｡ 南部田之
浜で積み込んだ塩鮪を鱒と記載する点で異な っ て い る程度で
ある｡ 考えなければ い けな い の は, 前記漂流記と異なる日程
を持 っ こ の史料がなぜ存在するの かと い う こと で ある｡ こ れ
を書写の過ちと い う には, 多く の月日記載が異な っ て い る こ
と の 理解が できな い｡
こ の ｢漂民始末｣ とい う形で掲載された史料は内容的に帰
国船員の 口書 で , それ に漂民話を付したもの で ある｡ ｢ 時現
物語｣ とどちらが信頼度が高いかと い う こと に なると, や は
り後者の方となる｡ それ は内容が詳しく, ま た取り調 べ 主体
が加賀藩とい う こと で , そ の主体が前者と異なり明確なため
で ある｡
帰国した彼らを取り調 べ た の は, 帰国船員の領主外で は,
幕府の勘定奉行所役人と帰国の際に彼らの受け取り にあた っ
た松前藩役人であ っ た｡ 前出 ｢撒土微私漂流記｣と ｢時規物
語｣ に よると, と も に取調の際に 口書を作成したが, 後者 の
史料によると, 幕府は ｢松前表に おい て中上候口書をも っ て ,
か や うかやう の義は如何と委曲御糾｣ という｡ 本 ｢漂民始末｣
の 付けたり的な漂民話の 直前に , エ ト ロ フ 島に帰着し, ｢厚
き御手当 二 相成申候而無蓋御当地江着仕候｣ としめくく
■
っ て
い るが , こ の当地は江戸でなく松前とい う ことに なる｡ ま た,
漂民話に大塩平八郎の乱を - ワ イ で聞 いた ことを記して い る
が, 幕府 に不都合な この ような ことを彼らが申し述 べ る こ と
ば考え にく い ｡ こ う して , こ の 史料は松前で の取り調 べ に際
して差し出された 口書 に漂民話を若干付して提出された史料
で , 前記の よう に こ の とき の 口書をもと に長者丸船員は幕府
に より取り調 べ られたの で ある｡
三 ､ おわ りに
小稿で は両島津家文書の長者丸関係史料とい う こと で , 2
点の 史料を紹介した｡ 残念ながら, こ の薩摩藩の基本史料の
島津家文書や玉里島津家文書からは他に関係史料を見いだせ
なか っ た｡ 特 に前者は膨大な史料より構成され て い る の で ,
今後そ の中の記録に長者丸関係記事がみ つ か らな いともい え
な い｡ 今後, さ らに調 べ て みたい と考え て い る｡
まず, 紹介したの が久光の蔵書とな っ て い た ｢蕃雷｣で あ
る｡ 同書は, 数多く の写本が現存して珍しくな い もの で ある
が, や はり長者丸の航海目的地の薩摩藩に購入され, 久光の
蔵書と して保持され , この 間に藩主 一 族 に読まれて い た こ と
が推定される本で ある こと に大きな価値があると考える｡ 長
者丸の帰国船員の次郎吉らは, 昆布を薩摩 へ 輸送できなか っ
たもの の , 彼 らの海外で えた情報をこ の本を通して で あるが,
久光ら薩摩藩圭 一 族 へ 伝える こと に な っ た わけで ある｡ とり
わけ, 嘉永 ･ 安政期に藩政を握り, 薩摩藩の幕末政局活躍 へ
の道筋を っ けた, 久光の兄斉彬などは, 自身 でオ ラ ン ダ語な
ども学び, 洋学に傾斜した人物であり, 同書を読み, そ の外
国情報を参考に した ことが考慮されるが , これ に つ い て は今
後そ の事実関係をさらに調 べ る必要があり,
.
これは今後の課
題としたい ｡
もう1点紹介した ｢漂民始末｣ は, 長者丸の本当の航海
目的が幕府や漂民帰国の 際に取り調 べ を行 っ た松前藩により
明らか にされなか っ た事を知るため の参考史料となるもの で
あ っ た｡ 幕府勘定所は, 松前藩に よる取り調 べ の 際に作成さ
れた 口書も利用して取り調 べ を行 っ た が, こ の史料は こ の 口
書を主内容としたもの と考えられる｡ その 内容は詳細でなく,
日時に つ い て加賀藩関係者がまとめた ｢時規物語｣と若干異
なるもの で あ っ た｡ つ ま り, 長者丸の帰国船員は, 加賀藩で
の取り調 べ と異なり, 漂流 に い たる経緯に つ い て正確な情報
を松前藩に 出して い なか っ た の で あり, 幕府は これをもと に
取り調 べ た の で , ある い は幕府に対して も同様で あ っ た可能
性もあるが, 残念ながら こ の点不明で ある｡ 松前藩に漂流に
い たる正確な情報を出さなか っ た の は, 日時の 点で は, 誤記
憶による ことも考えられる｡ しかし, 昆布輸送に つ い て こ の
史料が詳しく記して い な い こ とは, 薩摩 へ の昆布輸送という
長者丸の航海目的を伏せるためで あ っ た こ とも関係するの で
はなか ろうか｡ ｢時規物語｣ で も薩摩 へ の輸送自体に つ い て
は記されて い な いもの の, わ ざさわざ東回りの航海をするた
め に, あ る船員が下船して , 代わり にそ の航海に詳し い新潟
の金六を表として 雇 っ た こ となど記載されて おり, 領主の加
賀藩役人に対して はかなり詳しく航海の実態を彼らが申し述
べ て い た こ とがわかる｡ 漂流ま で の航海に つ い て幕府役人が
徹底して追求しなか っ たと考え られるが, それは, 幕府 にと
りまず大事なのが漂流民めキリス ト教改宗の有無と外国事情
の掌握で あ っ た ため で あろう｡ 特 に彼らの中で も次郎吉は記
憶力にすぐれ て , - ワイ ･ ロ シ ア の外国情報を正確に伝えら
れ る人物であ っ ただけ に, こ う した事情で長者丸の航海目的
であ っ た薩摩 へ の昆布輸送が公に ならなか っ た と理解で きる｡
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｢史料紹介｣
なお, ｢ 時規物語｣ に よると , 幕府 の長者丸漂民の取り調 べ
で問題とな っ て い た こ と に , 松前藩役人が彼らの受け取り に
ロ シ ア船に乗船した ことがあ っ た｡ 松前藩と ロ シ ア が特別な
交渉をこ の折り に行 っ て い たか否か, い わ ゆる鎖国制を実施
して い た幕府には大きな関心事で , こ の よ うな ことも長者丸
航海の目的解明を不十分にさせた原因であろう｡ も っ とも,
も し明らか にな っ て い たとして も, 天保末年に薩摩藩廻船に
よる新潟で の抜荷取引を つ ぶ し て おり, 幕府 には大きな意味
を持たなくな っ て い た こ とも考えられ るが, い ずれ に しても
これらの ことば, 幕府 の史料で明確に しなければならな い ｡
注
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(10) 青木虹二他編 『日本庶民生活史料集成』5巻 (三 一 書
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追記, 本稿は2000年度および2001年度の科研基盤研究 (C)
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翻刻､ ｢漂民始末｣ (島津家文書蔵 ｢天保雑録｣ 二)
翻刻にあた っ て は次の配慮を した｡
1､ 旧字を新字に ､ 合字のtを ｢より｣ と記姦した｡
2､ 読み点と中黒を付した｡
3､ 本文と の関係で原文と異なる横書きとした｡
4､ ミ セ ケチ と訂正前の字は省略したが､ 誤字 の脇に
はそ の 旨を示す､ 正字を付記した｡
-
､ 漂民始末､
越中国新川郡木町浦平四郎手船六百五拾右横長者丸
親父役 ･ 八左衛門 五拾壱歳
知工役 多三郎 四拾弐歳
水主 七左衛門 三拾壱歳
(マ マ 五)
六三郎 五拾五歳
次郎吉 三拾歳
金蔵 二拾三歳
六人共加州領民 二 而宗旨代々 一 向宗 二 御座候､天保成ノ
年閏四月中旬富山侯御雇船 二 被雇､ 御城米積入 レ大坂江
五月初旬着､ 七月初旬越後新潟 二 下り､ 七月下旬松前江
廻り､ 八月下旬箱館江乗廻し､ 同処 二 而 昆布五百石目程
積入十月中旬出帆､ 常州中ノ湊江志し候処､ 南部田 の
浜江落船､ 同処 二 而鮮魚百石日程積足し､ 十月下旬出
帆､ 仙台 ト ウ ニ へ 落船､ 十 一 月廿三日北風 二 而湊出候処､
翌廿四日より西風 二 為吹替次第高浪大時化相成艦損候間
百石目程荷打仕候得共弥増 二 吹募り､ 翌廿五 日益甚く､
如何に も危く見 へ候間､ 又候百石目程荷打仕相凌､ 廿六
日尤烈く積立置候儀相成兼伐捨､ 又も百石日程荷打捨､
下 ヶ碇 二 而流居､ 翌廿七日風少穏 二 相成候 へ とも地山 一
円見失ひ ､ 何 レ之沖合 二候哉不相分､ 廿八 日帆桁を椿 二
立､ 東風 二 而西 へ 一 昼 夜相脱候処､ 其夜より翌廿九日西
風 二 為吹替大風大時化 二 相成､ 桁打折 レ帆も散々 二 相成､
下 ヶ碇 二 致し漂居余程南少し東方 へ 流候様覚 へ ､ 何国之
沖 こ 候哉相知不申候 へ とも､ 至而暖気 二 而追々寒中 二 向
ひ候得共寒気杯申事 一 向覚不申､ 然所十二月十七日と覚
候､ 大時化 二 相成船台より上 - 悉く大浪 二 打取れ候而水
船 二 相成､ 一 同精力限り相働助候得共此勝 二 両 者助命之
- ifl -
程無覚束､ 一 同心細く存居､ 地方江可寄手術も無之､ 風
波 二任せ居候処､ 長 々漂流 二 - 同労れ､ 殊 二 仙台 ト ウ ニ
出帆之節､ 飯米四斗入弐俵積入候停 二 而無程飯米も尽､
日 々昆布 二 鱒を少々 ツ ､ 交せ食居､ 追々餓死 こ も及ひ可
申哉 一 同相歎漂居候､ 翌年正月廿四､ 五 日頃 二 相成､ 飲
水きらし申候､ 尤追々雨水飲居候故哉､ 一 同相煩口中損
(マ マ)
し食物通し不申､ 正月末水主五三郎病死､ 四月中旬比 二
相成､ 又々善右衛門 ･ 金六病死､ 何も水をきらし候より
(マ マ)
殊之外汚 二 苦疲労仕終 二 相果申候､ 何れも海中江葬申
候､
'
船頭平四郎始何れも病因 二 而臥居候処､ 四月下旬と
覚候､ 飢疲居候眼 二 候 へ とも夢中同様 二 而碇与分り不申
候 へ とも､ 凡三里程も可有之哉､ 異形之大船相見 へ 候
処､ 彼方 二 而 も漂流を見掛候哉､ 脱進付日本船 二 見積候
へ ハ 三千右横も可有之候､ 船嵩 二 而御座候､ 親船より橋
船下し､ 私共船江乗移り候様介抱致 シ くれ ､ 何か申候 へ
とも言語 一 向相分り不申､ 手真似 二 而橋舟江可乗移趣や
う - 相分り候付､ 船頭平四郎始六人共異国人 二介抱被
致､ 橋舟 へ 被乗移候哉否是迄乗居候船者 ハ ラ - こ 砕 ケ
申候､ 是迄舟玉神之加護 二 候哉と何れも落涙仕候､ 夫よ
り七人共額船江被為移､ 早速水を飲せ申候､ 右水 ハ 色赤
く酒之気味有之､ 又甘く砂糖ノ味も御座候様覚申候､ 夫
より米を粥 二 致し少々 ツ ､ 度 々与 へ 追々食事も相応に与
へ 候､ 尤麦 二 而製候鰻頑様之物､ 茶羊砂糖掛ケ与 へ 番
(マ マ)
爪或 - 難鳥肉類与 へ 申候､ 八月下旬迄此船洋中 二 而鯨取
り七八本も獲申候､ 其間地山等 一 向見掛不申候､ 此船漁
船之由承候､ 八月末 ニ カ ナ カ と申所狂者仕､ 頑立候者よ
り厚く世話 二 相成申候､ 此島熱国 二 而九月 ､ 十月頃 二 而
も此方ノ六月よりも暑く覚申候､ 食物者 ､ 麦米 サ ツ マ 芋
等食し茄≠
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iR之類四時共有之候､ 九月廿八 ､ 九日
頃平四郎病死仕候､ 翌子年七月中旬同処出帆､ 八月下旬
カ ム サ ッ カ江送り､ 翌丑年五月迄居､ 中旬頃出船五十八 ､
九日掛り ホ ツ カ へ 着､ 翌寅年八月上旬迄居､ 夫より シイ
ツ カ へ 送られ､ 当年三月迄居､ 同所より官船之由 二 而千
石横位之船 二 乗り､ ニ ヶ 月余も掛り エ ト ロ フ 島江着仕候
処､ 厚き御手当 二 相成申候而無蓋御当地江着仕候
漂民話之中三､ 四件奉中上候
-
､ 初 メ カ ナ カ と申地江着之由申候間 ､ 其島之大サ 尋候
得者佐渡国より少 レJ､サ く可有之哉と申候､ 日本東南海
中 ニ カ ケ カ と申島承り不申候付種々尋候 へ とも 一 円分り
不申､ 近所 ニ ヲ ワ へ イ モ ロ トイ ア ト ヲイ杯中島無之哉尋
候処､ 如何 こ も有之由申候､ 又 ヲ ワ へ イ 島 二 年内焼 ヶ候
山無之哉見す候所､ 無相違有之候趣何れも中居候､ 左候
へ - サ ン ヌ エ ツ島 二御座候か､ カ ナ カ と申 - 湊の名と被
存候､ 此島日本より東南ノ方千五百里 二 御座候､ 暖帯ノ
下 二 係り申候地 二 而 御座候間､ 成程四時とも茄瓜ノ類御
座候筈 二 御座候､ 人物熱国故顔色黒く衣服筒袖 二 而頭巾
様之もの冠り居申候由申候間､ サ ン ヌ エ ツ ニ 候 へ ハ 文化
中仙台漂民之参候節迄 ハ 左様之冠服 二無之候､ 此節 二 而
- 何れ之手江 力属し､ 右様 々変り候もの と被存候､ 石衣
冠 - カ ム サ ッ カ と変り候哉尋候処変り候儀無之､ 但 シ寒
国と暖国故 二 厚薄 - 有之候 へ とも形 - 達不申由､ 左候 -
ハ 彼手 二 属し候哉､ 一 年中夜臥 ハ 何れも裸鉢 二 無之候
而者暑 々堪兼候問､ 衣類着候事 - 相成不申由､ 家宅 ハ 身
柄之者 ハ 切石 二 而畳 ミ上 ヶ立 テ申候､ 身分賎く候者者蝦
夷小屋 二 少し宜敷程之住居 こ 御座候由
一
､ 果物類日本 二 変候品 ハ 無之由､ 猪移く有之､ 何れも日本
之猪より - 小 サ ク御座候由､ 但鮭 ハ 見受不申候
-
､ カ ナ カ ニ 滞留中､ 酒 - 日々 三度 ツ ゝ与 へ 申候､ 万事手厚
き事 二 而退屈も不致哉と度々躍を見せ申候由
右躍り之儀者男 卜女 卜手を引合､ 初三度 ハ 横 二 歩行､
其後 - ク ル - 輪舞不致候哉尋候処､ 其通 二 無相違由
申候､ 躍り終而後音楽を奏し候哉尋候処､ 其通り鳴物
笛太鼓之類拾弐品有之由申候､ 左候 へ ハ ヲ ロ シヤ之戯
舞 二 而天地和合之楽と申事之由兼々承り及候間､ 尋候
一 々 無相違由､ 戯舞迄も彼俗 二 習ひ候者哉
-
､ カ ナ カ ニ 而平四郎病中 一 日 二 度 々医師参り候､ 或時其医
話 二 此間日本 二 而大塩平八郎と申者大坂 二 而 騒乱致候由
と語り申候
-
､ カ ム サ ッ カ滞留 一 年之聞手厚き事 二 而 役所 二 - 卜閤を預
置､ 病人無之候とも医師 - 必 一 度 ツ ゝ見舞申候､ 万事是
二 準 シ申候而難有事と何 レ も感歎仕居候
-
､ カ ナカ湊 - 百戸程有之カ ム サ ッ カ ハ 六､ 七十戸ヲ ホ ツ カ
- 百戸程之由申候
-
､ カ ム サ ッ カ港 こ 白き岩山有之候哉尋候処無之由申候間､
左候 へ - 大川有之哉尋候処有之由申候､ 左候 へ - 漂民ノ
参候 - 南之港より百三十里北 二 有之由 ニ イ ヂナイカ ム サ
ッ カ と申港 二 御座候､ 代官之居候処 二 御座候､ 惣而此辺
東風烈く麦作 二 障り候故人民も少く候､ 全くア メ リカ州
之ヲ ロ シヤ領 へ 産物取 二 参候を以 て生活仕候迄 二 而 ､ 日
本交易始メ候 ヘ - 此辺より ヲ ホ ツ カ迄 一 同繁富 二相成可
申所､ 其計策出来不申より不自由之地 こ 御座候由兼々承
り及候
-
､ ヲ ロ シ ヤ近代開 ヶ人材も出候哉､ 土地開候巧 二 相成既 二
先年評議之上黒龍江之 ス ソ ニ 両 地を清朝より借受大港を
開ヲ ホ ツ カ を移し可申､ 又日本と交易を始､ 夫より黒龍
江を渡り バ イ カ ル湖 へ 荷物を廻し候 へ ハ 繁富之良策也と
清朝 へ 使者を遺したる こ 清 に て承諾なく其使節之者江厚
賄し返したりし こ 使者 ハ 本国 へ 帰り不首尾となりし由
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